
指
導
上
の
重
点
目
標

学　

習　

活　

動

指
導
上
の
留
意
点

【
か
ぐ
や
姫
の
生
ひ
立
ち
】

1
「
竹
取
物
語
」
の
概
略
を
理
解

す
る
。

2
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
音
読
を
す

る
。

3
古
語
の
意
味
を
正
し
く
つ
か
み
、

内
容
を
理
解
す
る
。

4
か
ぐ
や
姫
が
人
間
と
異
な
る
点
、

現
世
と
は
異
な
る
物
語
空
間
を

味
わ
う
。

5
話
の
内
容
を
整
理
し
、
登
場
人

物
の
行
動
と
心
情
を
読
み
取
る
。

導
入

❶
「
竹
取
物
語
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
。
知
技

❷
「
竹
取
物
語
」
の
全
体
の
構
成
・
展
開
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

❶
何
人
か
の
生
徒
に
発
表
さ
せ
、
黒
板
に
整

理
し
て
い
く
。

❷
❶
で
整
理
し
た
内
容
を
使
い
、
誕
生
・
求

婚
・
昇
天
の
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
理
解
さ
せ
る
。

展
開

❶
「
か
ぐ
や
姫
の
生
ひ
立
ち
」
を
音
読
す
る
。
思
判
表

❷
教
師
の
範
読
を
聞
き
な
が
ら
、
大
意
を
押
さ
え
、
解
釈
が
難
し
い
部
分

を
指
摘
す
る
。
知
技

❸
古
語
の
意
味
・
用
法
、
文
法
事
項
に
注
意
し
な
が
ら
、
現
代
語
訳
す
る
。

（「
古
文
を
読
む
た
め
に
5
」
を
参
照
す
る
）
知
技

　

�

→
「
言
葉
と
表
現
」
1

❹
当
時
の
風
俗
・
習
慣
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。
思
判
表

❺
か
ぐ
や
姫
が
普
通
の
人
間
と
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
指
摘
す
る
。
思

判
表�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1

❻
翁
の
か
ぐ
や
姫
に
対
す
る
行
動
、
か
ぐ
や
姫
の
様
子
を
現
代
語
訳
を
参

考
に
ま
と
め
る
。
思
判
表�
→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
2

❶
指
名
し
て
、
ゆ
っ
く
り
大
き
な
声
で
音
読

さ
せ
る
。

❷
難
解
な
と
こ
ろ
は
少
な
い
の
で
、
現
代
語

と
形
は
同
じ
で
も
意
味
の
異
な
る
語

（「
う
つ
く
し
」
な
ど
）
に
注
意
さ
せ
る
。

❸
重
要
古
語
は
辞
書
を
使
っ
て
意
味
を
確
認

さ
せ
る
。

❹
「
髪
上
げ
」「
裳
着
」
な
ど
の
風
習
に
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
か
説
明
す
る
。

❺
❻
現
代
語
訳
を
し
な
が
ら
、
ポ
イ
ン
ト
を

箇
条
書
き
に
さ
せ
て
い
く
と
い
。
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指
導
計
画
案

物
語
1�



【
単
元
の
言
語
活
動
3　

月
が
詠
ま

れ
た
和
歌
を
鑑
賞
す
る
】

1
月
の
異
名
を
調
べ
さ
せ
る
。

2
「
百
人
一
首
」
で
月
が
詠
ま
れ

た
和
歌
を
鑑
賞
さ
せ
る
。

3
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
担
当
し
た

「
持
ち
歌
」
に
つ
い
て
生
徒
自

身
が
主
体
的
に
理
解
を
深
め
、

文
章
に
ま
と
め
さ
せ
る
。

4
「
持
ち
歌
」
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
発
表
す
る
。

5
発
表
や
作
品
に
対
す
る
感
想
を

持
た
せ
、
各
自
で
課
題
以
外
で

月
が
詠
ま
れ
た
和
歌
を
鑑
賞
さ

せ
る
。

導
入

1
月
の
呼
び
名
を
調
べ
る
。
知
技

❶
「
陰
暦
月
齢
表
」（
三
五
八
ペ
ー
ジ
）
を
見
て
、
日
付
ご
と
に
月
の
呼
び

名
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
、
確
認
す
る
。

❷
「
立
待
月
」「
居
待
月
」「
臥
待
月
」
の
呼
び
名
の
意
味
を
調
べ
る
。

❸
「
有
明
の
月
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
月
を
言
う
の
か
、
調
べ
る
。

1�

古
語
辞
典
、
資
料
集
な
ど
で
、
月
の
呼
び

名
と
月
の
出
の
時
間
帯
の
関
係
を
確
認
さ

せ
る
。

有
明
の
月
と
呼
ば
れ
る
月
の
日
時
だ
け
で

は
な
く
、
文
学
的
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
確
認
さ
せ
る
。

展
開

2
「
百
人
一
首
」
の
和
歌
ア
～
ウ
に
つ
い
て
、
①
～
③
の
手
順
で
鑑
賞
す

る
。
思
判
表

❶
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。
グ
ル
ー
プ
Ａ
・
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー
は
ア
、
グ

ル
ー
プ
Ｃ
・
Ｄ
の
メ
ン
バ
ー
は
イ
、
グ
ル
ー
プ
Ｅ
・
Ｆ
の
メ
ン
バ
ー
は

ウ
を
「
持
ち
歌
」
と
す
る
。
グ
ル
ー
プ
内
で
「
持
ち
歌
」
に
つ
い
て
、

「
現
代
語
訳
」「
月
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
か
」
を

話
し
合
い
、
文
章
で
ま
と
め
る
。

❷
グ
ル
ー
プ
を
解
体
し
、「
持
ち
歌
」
ア
・
イ
・
ウ
の
メ
ン
バ
ー
を
必
ず

含
む
新
し
い
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。
新
し
い
グ
ル
ー
プ
内
で
、
①
で
ま
と

め
た
各
自
の
「
持
ち
歌
」
に
つ
い
て
の
文
章
を
発
表
す
る
。

❸
ア
～
ウ
を
比
べ
た
感
想
を
新
し
い
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
す
る
。

2�「
持
ち
歌
」
の
内
容
や
ポ
イ
ン
ト
が
伝
わ

り
や
す
い
よ
う
に
文
章
を
工
夫
す
る
。

他
の
人
の
「
持
ち
歌
」
に
つ
い
て
の
発
表

を
聞
き
、
感
想
を
メ
モ
す
る
。

ま
と
め

と
発
展

3
「
百
人
一
首
」
の
中
か
ら
、
ア
～
ウ
以
外
で
月
が
詠
ま
れ
た
和
歌
を
一

首
選
び
、「
月
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
か
」
に
つ

い
て
考
え
、
鑑
賞
す
る
。
主
態

3�

1‌
2‌
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、
各
自
が

「
百
人
一
首
」
の
中
か
ら
月
が
詠
ま
れ
た

歌
を
一
首
選
ん
で
鑑
賞
し
、
和
歌
の
中
で

月
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

ま
と
め

と
発
展

❶
「
五
人
の
貴
公
子
の
求
婚
」
に
つ
い
て
概
略
を
聞
き
、
物
語
の
全
体
像

を
つ
か
む
。

❷
本
文
中
か
ら
過
去
や
完
了
の
意
味
を
持
つ
助
動
詞
を
探
し
、
本
文
の
ど

の
位
置
に
表
れ
る
か
、
確
認
さ
せ
る
。
知
技　
主
態

�

→
「
言
語
活
動
」
1

❶
「
か
ぐ
や
姫
の
嘆
き
」
を
読
解
・
鑑
賞
す

る
う
え
で
も
必
要
な
の
で
、
生
徒
の
興
味

を
引
く
よ
う
要
点
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

❷
「
け
り
」「
た
り
」「
ぬ
」「
つ
」
の
四
つ
の

助
動
詞
ご
と
に
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
の
中

に
現
れ
る
か
を
確
認
さ
せ
、
助
動
詞
の
使

い
分
け
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ
る
。

【
か
ぐ
や
姫
の
嘆
き
】

1
「
か
ぐ
や
姫
の
生
ひ
立
ち
」
か

ら
の
経
緯
を
理
解
し
、
物
語
の

状
況
を
把
握
す
る
。

2
心
情
を
表
し
た
会
話
文
に
ふ
さ

わ
し
い
音
読
を
す
る
。

3
敬
語
や
省
略
に
注
意
し
て
、
内

容
を
理
解
す
る
。

4
登
場
人
物
の
行
動
と
心
情
を
読

み
取
る
。

導
入

❶
「
か
ぐ
や
姫
の
生
ひ
立
ち
」
の
後
、
五
人
の
貴
公
子
と
帝
の
求
婚
を
退

け
、
最
後
に
昇
天
に
至
る
場
面
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
知
技

❶
人
名
な
ど
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
ず
、
概
略
を

説
明
す
る
。

展
開

❶
「
か
ぐ
や
姫
の
嘆
き
」
を
音
読
す
る
。
思
判
表

❷
敬
語
や
省
略
に
注
意
し
な
が
ら
、
現
代
語
訳
す
る
。
知
技

　
�

→
「
言
葉
と
表
現
」
1

❸
か
ぐ
や
姫
の
言
葉
を
参
考
に
、
か
ぐ
や
姫
の
悲
し
み
の
理
由
を
ま
と
め

る
。
思
判
表�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1

❹
翁
の
心
情
の
変
化
を
読
み
取
る
。
思
判
表

　

�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
2

❺
「
月
の
都
」
と
「
こ
の
世
界
」
と
の
違
い
を
考
え
る
。
思
判
表

❶
指
名
し
て
、
ゆ
っ
く
り
分
か
り
や
す
く
音

読
さ
せ
る
。

❷
言
葉
を
補
う
必
要
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
き
ち
ん
と
指
摘
し
、
敬
語
に
つ
い
て
は

基
礎
的
文
法
事
項
を
解
説
す
る
。

❸
月
の
都
の
人
間
で
、
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
そ
れ
が
う
れ
し
く
な
い
こ
と

を
押
さ
え
さ
せ
る
。

❹
翁
の
行
動
を
押
さ
え
、
心
情
を
考
え
さ
せ

る
。

❺
時
間
の
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
を
押
さ
え
さ
せ

る
。

ま
と
め

と
発
展

❶
か
ぐ
や
姫
の
人
間
性
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
、「
か
ぐ
や
姫

の
生
ひ
立
ち
」
と
比
較
し
て
考
え
る
。
知
技　
主
態

�

→
「
言
語
活
動
」
1

❶
非
情
で
神
聖
な
月
世
界
の
人
が
思
い
や
り

あ
ふ
れ
る
人
間
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
せ
る
。
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【
単
元
の
言
語
活
動
3　

月
が
詠
ま

れ
た
和
歌
を
鑑
賞
す
る
】

1
月
の
異
名
を
調
べ
さ
せ
る
。

2
「
百
人
一
首
」
で
月
が
詠
ま
れ

た
和
歌
を
鑑
賞
さ
せ
る
。

3
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
担
当
し
た

「
持
ち
歌
」
に
つ
い
て
生
徒
自

身
が
主
体
的
に
理
解
を
深
め
、

文
章
に
ま
と
め
さ
せ
る
。

4
「
持
ち
歌
」
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
発
表
す
る
。

5
発
表
や
作
品
に
対
す
る
感
想
を

持
た
せ
、
各
自
で
課
題
以
外
で

月
が
詠
ま
れ
た
和
歌
を
鑑
賞
さ

せ
る
。

導
入

1
月
の
呼
び
名
を
調
べ
る
。
知
技

❶
「
陰
暦
月
齢
表
」（
三
五
八
ペ
ー
ジ
）
を
見
て
、
日
付
ご
と
に
月
の
呼
び

名
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
、
確
認
す
る
。

❷
「
立
待
月
」「
居
待
月
」「
臥
待
月
」
の
呼
び
名
の
意
味
を
調
べ
る
。

❸
「
有
明
の
月
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
月
を
言
う
の
か
、
調
べ
る
。

1�

古
語
辞
典
、
資
料
集
な
ど
で
、
月
の
呼
び

名
と
月
の
出
の
時
間
帯
の
関
係
を
確
認
さ

せ
る
。

有
明
の
月
と
呼
ば
れ
る
月
の
日
時
だ
け
で

は
な
く
、
文
学
的
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
確
認
さ
せ
る
。

展
開

2
「
百
人
一
首
」
の
和
歌
ア
～
ウ
に
つ
い
て
、
①
～
③
の
手
順
で
鑑
賞
す

る
。
思
判
表

❶
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。
グ
ル
ー
プ
Ａ
・
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー
は
ア
、
グ

ル
ー
プ
Ｃ
・
Ｄ
の
メ
ン
バ
ー
は
イ
、
グ
ル
ー
プ
Ｅ
・
Ｆ
の
メ
ン
バ
ー
は

ウ
を
「
持
ち
歌
」
と
す
る
。
グ
ル
ー
プ
内
で
「
持
ち
歌
」
に
つ
い
て
、

「
現
代
語
訳
」「
月
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
か
」
を

話
し
合
い
、
文
章
で
ま
と
め
る
。

❷
グ
ル
ー
プ
を
解
体
し
、「
持
ち
歌
」
ア
・
イ
・
ウ
の
メ
ン
バ
ー
を
必
ず

含
む
新
し
い
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。
新
し
い
グ
ル
ー
プ
内
で
、
①
で
ま
と

め
た
各
自
の
「
持
ち
歌
」
に
つ
い
て
の
文
章
を
発
表
す
る
。

❸
ア
～
ウ
を
比
べ
た
感
想
を
新
し
い
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
す
る
。

2�「
持
ち
歌
」
の
内
容
や
ポ
イ
ン
ト
が
伝
わ

り
や
す
い
よ
う
に
文
章
を
工
夫
す
る
。

他
の
人
の
「
持
ち
歌
」
に
つ
い
て
の
発
表

を
聞
き
、
感
想
を
メ
モ
す
る
。

ま
と
め

と
発
展

3
「
百
人
一
首
」
の
中
か
ら
、
ア
～
ウ
以
外
で
月
が
詠
ま
れ
た
和
歌
を
一

首
選
び
、「
月
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
か
」
に
つ

い
て
考
え
、
鑑
賞
す
る
。
主
態

3�

1‌
2‌
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、
各
自
が

「
百
人
一
首
」
の
中
か
ら
月
が
詠
ま
れ
た

歌
を
一
首
選
ん
で
鑑
賞
し
、
和
歌
の
中
で

月
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。
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